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微生物の利用
②

アルコール、有機酸、アミノ酸、核酸関連物質等の
工業生産について説明する。

備　　考

教　科　書 バイオテクノロジーテキストシリーズ「新・微生物学」　IBS出版

参　考　書

授業評価・理解度 最終回に授業評価アンケートを行う。

関連科目 生物、生物化学

副担当教員

まとめ
全体の学習事項のまとめを行う。また授業評価ア
ンケートを行う。

自学自習の内容 レポートを課す
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項　　　　目

微生物の遺伝
①

セントラルドグマと遺伝子の基本構造について説
明する。

微生物の遺伝
②

微生物の突然変異、および変異体の取得方法等
について説明する。

環境における微
生物の活動

地球上の物質循環と微生物の関わりについて説
明する。

微生物の遺伝
③

遺伝子組換え技術について概説する。

微生物の利用
①

伝統的な発酵食品について説明する。

微生物の増殖
と分化④

微生物の培養法、微生物の分化について説明す
る。

微生物の代謝
③

微生物の同化作用、代謝調節について説明する。

中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する。

微生物の代謝
①

微生物のエネルギー獲得について説明する。

微生物の代謝
②

発酵、呼吸、光合成について説明する。

学習・教育目標 （A） JABEE基準１（２）

微生物の増殖と環境要因について説明する。

微生物の増殖
と分化③

微生物の増殖測定法、増殖理論、増殖曲線につ
いて説明する。

内　　　　　　容

微生物の増殖
と分化①

微生物の栄養様式等について説明する。

微生物の増殖
と分化②

評　価　方　法

1 90分×15回 履修 講義・後期

（１）微生物の一般的な性質が理解できること。
（２）微生物の代謝と遺伝について、簡単な説明
ができること。
（３）我々の生活にどのように微生物が利用され
ているか概略説明できること。

評価方法は、中間試験（40%）、期
末試験（45％）、レポート（または小
テスト）（15％）で評価する。

単位 授業時間 科目区分 授業形態 学修単位

-
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この講義では、微生物の代謝、増殖そして遺伝について講義をし、また微生物
の利用については、伝統的な利用方法、工業生産への利用技術、環境浄化へ
の利用等について講義をする。

到　達　目　標

科　　　　　　目　　　　　　名 学年

微生物学Ⅱ　：　Microbiology II 3C
教　員　名 　　島袋勝弥　：　 SHIMABUKURO Katsuya


